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お茶の水女子大学へ

ようこそおいでくださいました
学長 郷 通子

新
入
生
全
員
に
、
１
年
間
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。
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お茶の水女子大学の歴史
ー今年は創立１３３周年ー

明治８年
１８７５年１１月 東京女子師範学校開校式、皇后行啓。

１２月 御歌「みがかずば」を皇后より下賜
(明治11年 校歌となる)。

明治４１年
１９０８年３月 奈良女子高等師範学校設置に伴い、

東京女子高等師範学校と改称。

昭和２４年
１９４９年５月 お茶の水女子大学となる (国立新制大学）

平成１６年
２００４年４月 国立大学法人お茶の水女子大学となる
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お茶の水女子大学
（お茶大＝Ochadai）の理念

学ぶ意欲を持つすべての女性のために
“真摯な夢の実現の場”として存在する
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お茶大の教育方針はお茶大の教育方針は??

・自主・自律の精神の涵養と実践・自主・自律の精神の涵養と実践

（人間力）（人間力）

・自信につながるに足りる専門性を身につける・自信につながるに足りる専門性を身につける

（専門力）（専門力）

・生涯を見据えたキャリア設計ができる・生涯を見据えたキャリア設計ができる

（生涯力、キャリア力）（生涯力、キャリア力）

・社会の様々な場で、リーダーとなるための・社会の様々な場で、リーダーとなるための

基盤知識の習得と人間性の形成基盤知識の習得と人間性の形成

（リーダー力）（リーダー力）
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お茶の水女子大学お茶の水女子大学がめざすものがめざすもの
――伝統から未来へー伝統から未来へー

・・「「２１世紀型２１世紀型文理融合リベラルアーツリベラルアーツ」」によるによる
リーダー養成リーダー養成

・・小小規模規模大学だからできる大学だからできる少人数教育少人数教育
・優れた教員による・優れた教員による最先端の研究最先端の研究とと専門教育専門教育
・・女性の最高教育機関としての女性の最高教育機関としての伝統と伝統と活躍する活躍する
卒業生卒業生の力の力

・・男性にも通用する男性にも通用するリーダー養成のための教養教育リーダー養成のための教養教育
・少子高齢化社会での子育ての・少子高齢化社会での子育ての男女共同参画モデル男女共同参画モデル
を組織として構築を組織として構築

・・女性も男性も輝く未来女性も男性も輝く未来へ向けてへ向けて
（ナショナルセンターとしての役割へ）（ナショナルセンターとしての役割へ）

２００８．０７．２０-２１ オープンキャンパス
6

女性研究者
女性リーダーの育成

女性研究者女性研究者
女性リーダーの育成女性リーダーの育成

新しい教養教育と
研究の拠点構築

新しい教養教育と新しい教養教育と
研究研究のの拠点構築拠点構築

地域社会への貢献と
国際交流

男女協働社会の実現

地域社会への貢献と地域社会への貢献と
国際交流国際交流

男女協働社会の実現男女協働社会の実現

女性のライフスタイルに
あった

生涯教育・研究のあり方

女性のライフスタイルに女性のライフスタイルに
あったあった

生涯教育生涯教育・研究のあり方・研究のあり方

あらゆる分野での
女性リーダーの育成

基盤整備基盤整備
大学院改組による大学院改組による

体制整備体制整備

学際領域における学際領域における
女性人材の育成女性人材の育成

アジアアジア・欧米諸国と・欧米諸国とのの
留学生留学生交換交換
社会貢献社会貢献

生涯に関わる生涯に関わる
教育プログラム教育プログラム

１３３年の歴史の上に１３３年の歴史の上に
２１世紀に輝く２１世紀に輝く

個性的な女性を育成個性的な女性を育成

本学の教育・研究・社会貢献
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平成平成2020年度年度からから

「お茶大型リベラルアーツ」「お茶大型リベラルアーツ」教育の本格開始教育の本格開始

• 「文理融合21世紀型リベラルアーツ」科目群の新設

• 多様化しグローバル化する社会に求められる力

１．たしかな専門的知識

２．それを人に伝えるコミュニケーション力や

応用する実践力

・ 女性の活躍が期待されている

１．仕事、家庭、地域社会などのさまざまな場で

２．その社会的影響力は大きい
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知識・技術の専門化・
多様化（分散化）

社会のグローバル化
（国際化と一元化）

専門的でないと役に
たたない

相手に伝えないと役
にたたない

学際的＆国際的視野をもち

コミュニケーションを通じて

問題解決ができる実践力

21世紀社会における必要性
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国際交流
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お茶の水女子大学バンコク・オフィス開設

• アジアにおける教育研究活動の拠点として開設

• 同オフィスは、日本学術振興会と海外活動展開に関
する協力支援の委託契約を締結し、

同会のバンコク研究連絡センターの

一部を本学バンコク・オフィスとして

共用するもの

• 平成20年2月22日に、学長他が

現地を訪問し、開所式が行われた
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新たな社会的ニーズ新たな社会的ニーズ

指導的地位に女性を！指導的地位に女性を！

「女性の参画加速プログラム」
（男女共同参画本部、平成20年4月）

数値目標：

2020年までに指導的地位に占める

女性の割合を３０％に

多様性に富んだ
活力ある社会に向けて

日本は ジェンダー後進国 ジェンダー格差指数 91位 （131カ国中）

管理職に占める女性の割合
（内閣府「平成19年度男女共同参画白書」）

日本 10.1％、 ドイツ 37.3%、 米国 42.5%

指導的地位に女性が占める割合

企業3.6％
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女高師・お茶大の伝統
教員・研究者・公務員

２１世紀に向けて

企業で働き、リーダーとなる

女性を育成する

「出る杭」を育てる「出る杭」を育てる

企業と連携した人財育成事業
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産業別就職状況（１９年度）産業別就職状況（１９年度）

1.00%

4.70%

1.40%

4.10%

3.10%

0%

24.40%

9.20%

14.90%

8.10%

16.60%

9.80%

2.70%

1.30%

6.00%

8.60%

13.80%

6.60%

1.30%

19.80%

2.00%

4.00%

13.80%

7.90%

10.50%

4.40%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

印刷・同関連

食品・飲料

化学工業

電気機械器具

その他

電気・ガス

運輸・情報通信

卸売・小売業
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教育

サービス

公務

その他

学部
大学院博士前期課程製

造
業

運輸･情報通信

就職力No１は
お茶大

（『読売ウィークリー』
2008/2/17号）

（学部・大学院博士前期課程）（学部・大学院博士前期課程）
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國井秀子さん

リコーソフトウエア会長
お茶の水女子大学物理学科卒業

Harvard Business Review

特集 「逆転の人材開発論」(2008、June)

★人生の３つの転機
① 新・分野こそ女性の活躍の場
② ベンチャーの起業
③ 研究からマネジメントへ

柔軟でしなやかな発想
忍耐強さ

「出る杭」が「出る杭」が
「ガラスの天井」を打ち破る「ガラスの天井」を打ち破る

技術と社会の
イノベーション

女性を育てる
職場と環境
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お茶の水女子大学のお茶の水女子大学の
学生支援の方針学生支援の方針

★内 容 ① 学生相談、就職支援

② 健康・メンタルヘルス支援

③ 経済的支援、課外活動支援

④ ピア・サポート 先輩から後輩へ

⑤ 留学生支援

★実施組織 学生支援室・学生支援センター

女性のライフスタイル・ライフサイクルを見通した

学生支援＝多様な世代や経歴をもつ女性の

学びの場として、持続性をもった支援

２００８．０７．２０-２１ オープンキャンパス
16

科学技術振興調整費 「女性研究者援モデル育成」による事業 （平成18年～20年）

女性研究者に適合した雇用環境モデルの構築女性研究者に適合した雇用環境モデルの構築

・多様な女性研究者支援メニューの提供

・学内保育所と宿舎の整備

・ポスドク相当の研究補助者の配置

・情報バンクの設置

・研究支援コンシェルジュの養成・活用
・女性研究者の諸活動をDVD化

・ロールモデルによる啓発活動

雇用環境
整備

情報環境
整備

啓発活動

アイデアコンテスト 表彰式

「5時終業」の風土作り 読売新聞

（2007年10月31日) 女性研究者支援モデル育成事業等

合同シンポジウム

-女性研究者等の活躍促進のために-
2008年2月13日
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内閣府特命担当大臣（少子化対策・男女共同参画）

上川陽子大臣が本学を視察

「第1回 オープン！子ども・家庭大臣室 in お茶の水女子大学」

男女共同参画社会定着の
ための発信基地に！

女性研究者の言葉に熱心に
耳を傾ける上川大臣

「女性研究者に適合した雇用環境モデルの構築」「女性研究者に適合した雇用環境モデルの構築」
の事業を中心として、

教員や学生との対話が交わされました。

視察終了後の記者会見にて

本学の取り組みを
説明する郷学長

平成19年11月9日

「男女共同参画社会定着のための発信基地に！」
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女子大で学ぶメリットは？

（１）なぜ女子だけがいい？
「アットホームな雰囲気」
「友人に恵まれる」
「落ち着いた雰囲気で学べる」

（２）少人数教育
・基礎をしっかり学べる
「多くの教員や先輩に見守られて安心して新しいこと
に挑戦できる」

（３）研究や仕事を楽しむ女性の手本が豊富
・自分の将来像を描きやすい
・子育ての知恵や支援を得られる

（注 本学の女性教員の比率は約４５％）
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附属図書館

～リベラルアーツ教育を支える図書館です～

１階には、「カフェ」もあり知的なコミュニケーションスペースとして、多くの学生で連日賑
わっています。

７０台のパソコンが揃ったラーニング・コモンズ

語らいのできるキャリアカフェ
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新入生全員にノートパソコンを貸与新入生全員にノートパソコンを貸与

貸与の目的

・情報ツールを自ら構築し、使いこなし、各自の専門領
域に取り入れる手法を初歩から学ぶ

・まず、パソコンを個人のものとして使用するとはどう
いうことか、どのような責任が生じるか、さらに、ど
のようにしてソフトを取り込んでどう使用するか、情
報をどう管理するかなどの知識と技術を習得する

・全学統一認証システムによりセキュティも安心

「情報ツールを女性の強い味方です。仕事や生活に、
とても役立ちます。」（学長自らの体験に基づく言葉）
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卒業生の主な学長経験者
Alumnae who became presidents of universities

日本女子体育大学
日本学術会議会員

1962加賀谷淳子

東京女学館大学1961天野正子

恵泉女学園大学1962石井摩耶子

お茶の水女子大学
総合科学技術会議議員、中央教育審議会委員
日本学術会議会員、名古屋大学名誉教授

1962郷 通子

学習院女子大学1957永井和子

東洋大学
国立女性教育会館理事長
東洋大学名誉教授

1957神田道子

お茶の水女子大学1954本田和子

東京女子大学1890安井 てつ

大学名

現職、兼職など卒業年氏名
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本学出身の芥川賞受賞者

川上弘美さん

１９８０年 理学部生物学科卒

２００８年（上半期）

楊逸（ヤン・イー）さん
１９９５年 文教育学部地理学科卒
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芥川賞（第１３９回）

楊逸（ヤン・イー）さん
１９９５年お茶大文教育学部地理学科卒

受賞の言葉

中国人だからでなく作品を評価してもらえ
てうれしい。

受賞の知らせを受けたとき、日本に溶け
込めたような気がした。
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お茶大卒業生として
楊逸（ヤン・イー）さんの言葉

（７月１８日、内田伸子副学長による電話インタビュー）

【３つの質問】

・本学で学ばれたことの感想について教えてください。

・女子大学の存在の意義についてどのようにお考えになられ
ますか？

・日本の女子大で学ぶ留学生へのメッセージ
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楊逸（ヤン・イー）さんの言葉
１．本学で学ばれたことの感想について教えてください。
回答：当時は中国はとても貧しく、素晴らしい勢いで発展を遂げている日本にあ

こがれを抱いておりました。大好きな日本、それもお茶の水女子大学へ
の留学のチャンスが巡ってきたとき、迷わず、北京師範大学を中退して、
お茶の水女子大学に留学いたしました。

留学はしましたが生活が苦しくアルバイトと学業の両立にとても苦労しました。
しかし若さで乗り切れました。

地理学を４年間専攻できたおかげで、グローバル世界で生きる意味を見つけ
ることができました。お茶の水女子大学の教授陣は高いレベルの研究
者であり、少人数で懇切丁寧なご指導を受けることができました。

２１名のこぢんまりしたクラスでは、優秀な級友たちと学びを共にできたこと、と
ても楽しかったです。最初は、日本語で苦労し、ゼミでもわからないこと
がたくさんありましたが、日本語チューターのサポートを得て、だんだん
内容がわかってきました。

地理では、１年生で１泊２日、２年生で２泊３日、３年生で３泊４日のフィールド
ワークがあります。四国の百川（ももご）村、山形県の米沢市農村部、横
浜市の港みらいの開発中のプロジェクトの調査をしました。普通の外国
人では接することができないような農村部や開発中のプロジェクトを調査
できたのは、大きな幸せであり、日本の発展の歴史や日本文化の奥に
まで触れさせていただいて、日本を知ることができたとの実感を得たこと
はその後の私の人生においてかけがえのない財産となったと思います。
本当に感謝しております。
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楊逸（ヤン・イー）さんの言葉
２．女子大学の存在の意義についてどのようにお考えに

なられますか？
回答：私が学生時代にもお茶の水女子大学が統廃合さ

れるとか、共学大学になるという噂が学生たちの間
で囁かれており、とても心配しておりました。日本や
アジアの国々（中国にはありませんが）で女子大学
があるのは理由があると思います。芥川賞や直木
賞の受賞者は昨年も今年も女性で、女性が元気に
なってきたと言われています。しかし政界や学術の
世界ではまだまだ女性の進出が欧米諸国に比べて
少ないのではないかと思います。女子大という環境
で、男性社会に男性と伍して戦えるエネルギーと実
力をしっかり身につける必要がある段階にあります。
ですから女子大は存在しているのです。歴史と伝統
のある母校には、ぜひともその先頭にたち、世の中
を変えていただきたいと願っています。
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楊逸（ヤン・イー）さんの言葉

３．日本の女子大で学ぶ留学生へのメッセージ

回答：留学生にとっては異文化に暮らすということ
でいろいろな試練があると思うけれど、すご
い辛いこともいっぱいあったこの私がここまで
こられたのですから、元気で頑張ってほしい
と思います。若いときの苦労は将来の糧にな
ります。苦労を将来の糧にするよう、願ってお
ります。

２００８．０７．２０-２１ オープンキャンパス
28

理系も女性に向いています理系も女性に向いています
ーー個人的経験からー個人的経験からー

２００８．０７．２０-２１ オープンキャンパス
29

「科学」は女性にやさしい
（１）優しい

女性が歓迎される分野
国の政策がバックアップ
選択肢の巾が大きい
（発展性、基礎から応用まで）

（２）易しい
積み上げが効く（地道な努力が実る）
学問体系が整っている
世界に共通

（普遍性、性差や言葉の壁がない）
２００８．０７．２０-２１ オープンキャンパス

30

学際性 国際性と をもった

女性リーダー将来の に成長しうる

ポテンシャルを持つ学生の発掘
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２００８．０７．２０-２１ オープンキャンパス
31

求める人物像

専門性に
必要とされる

十分な基礎学力

高いコミュニ
ケーション

能力

文理双方へ
の

興味・関心

国際性・
グローバル
な視野

自分と社会
の将来への

明確な
ビジョン

２００８．０７．２０-２１ オープンキャンパス
32

昨年度AO受験生の感想

・試験だということを忘れてしまうくらい楽しかった。
・他の受験生の意見が聞けて有意義であった。
・より一層お茶の水女子大学が好きになった。
・大学で学ぶ目的を考える良い機会となった。等

AO入試不合格者

一般入試

推薦入試

59％
27％

志願動向

２００８．０７．２０-２１ オープンキャンパス
33

・お茶の水女子大学国際交流事業基金・留学準備金（仮
称）

２～４年生対象
１０名程度（各５０万円）

・桜蔭会奨学金
３年生対象 ４名（各１０万円）

・お茶の水女子大学・桜蔭会研究奨励賞
対象：卒業時成績優秀者で大学院
前期課程進学者 ５名（各２０万円）

・その他各種

成績優秀者への奨学金システム成績優秀者への奨学金システム

２００８．０７．２０-２１ オープンキャンパス
34

お茶の水女子大学の海外留学制度について

○交換留学とは

・海外協定校（注）に大学間交流協定に基づく留学で、留学期間は3ヶ
月以上1年以内

①留学中も在学期間に含まれる

②お茶大に授業料を支払えば留学先の大学の授業料は免除

③帰国後留学先で取得した単位を、お茶大の単位として認定も可能

注）現在、北米・欧州・アジア・オセアニア各地域に３４の学生交流を目
的とした協定大学に毎年１０名程度の学生が留学

○ 交換留学の条件

• 英語圏の大学では英語能力（ＴＯＥＦＬなど）のスコアが受入条件と
なる

• 留学開始時期は、受入大学の学年暦による

• 人気のある留学先を希望する場合は、学内で選考により決定する

２００８．０７．２０-２１ オープンキャンパス
35

○交換留学決定のプロセス
• 海外留学説明会（１０月頃）→派遣学生募集（10月～11月）→選考

（11月～12月）→協定校への推薦（12月）→派遣の決定（1月～5月）
→留学（翌年度）

○留学の準備
• 語学能力の向上（ＴＯＥＦＬスコア・アップ対策）
• 留学の動機・目的を考える
• 情報の収集
• 大学１・2年次の計画的な単位履修
• 留学を含めたキャリアプランの構築
○留学に対する支援
• 日本学生支援機構「短期留学推進制度（派遣）」 毎年1名

月額80,000円を支給
• お茶の水女子大学国際交流事業基金による支援 毎年10名程度

留学準備金 500,000円を支給

２００８．０７．２０-２１ オープンキャンパス
36

来年４月の入学式、

この徽音堂でお会いしましょう。

待っています。

学長


